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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月8日(2008.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの端部と、それら２つの端部間の管状の側壁とを含む拡張可能なステントであって
、
　前記側壁が、複数のストラットと、少なくとも１つのステント端部の近傍に配置された
複数の突出要素とを含んでおり、
　各突出要素が、第１の端部と第２の端部とを含んでおり、
　前記第１の突出要素端部が、ストラットと一体的であり、又はストラットに取り付けら
れており、
　前記第２の突出要素端部が、前記ステントが拡張位置にあるときに少なくとも１つのス
テント端部を画定することができ、
　前記ストラットの少なくとも１つ又は前記突出要素の少なくとも１つが生物学的活性物
質を含む、前記ステント。
【請求項２】
　前記突出要素が、前記ステントが径方向に拡張されるときに前記突出要素の幅が拡張し
ないように構成される、請求項１記載のステント。
【請求項３】
　前記突出要素が、前記突出要素上の単一の地点だけで単一のストラットと一体的である
、又は単一のストラットに取り付けられる、請求項１記載のステント。
【請求項４】
　少なくとも１つのストラット及び少なくとも１つの突出要素が前記生物学的活性物質を
含む、請求項１記載のステント。
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【請求項５】
　前記ストラットすべて及び前記突出要素すべてが前記生物学的活性物質を含む、請求項
１記載のステント。
【請求項６】
　前記第１の突出要素端部が前記ストラットと一体的である、請求項１記載のステント。
【請求項７】
　前記生物学的活性物質を含む前記ストラット又は突出要素が、前記生物学的活性物質を
含有するコーティングを含む、請求項１記載のステント。
【請求項８】
　前記コーティングがポリマー材料をさらに含む、請求項７記載のステント。
【請求項９】
　前記生物学的活性物質が、シロリムス又はエベロリムスから選択されるマクロライドで
ある、請求項１記載のステント。
【請求項１０】
　前記生物学的活性物質が、パクリタキセル、パクリタキセルの誘導体、又はパクリタキ
セルの類似体から選択される、請求項１記載のステント。
【請求項１１】
　少なくとも１つの突出要素が、まっすぐなロッド、曲がったロッド、前記第２の突出要
素端部のところにより大きな幅をもつ端部を有するロッド、前記第２の突出要素端部のと
ころにフープを有するロッド、又は切頭円から選択される形状に構成される、請求項１記
載のステント。
【請求項１２】
　少なくとも１つの突出要素が、前記第２の突出要素端部のところにより大きな幅をもつ
端部と、前記第２の突出要素端部のところに配置された前記生物学的活性物質を含む少な
くとも１つのくぼみとを有するロッドの形状に構成される、請求項１記載のステント。
【請求項１３】
　前記突出要素の少なくともいくつかが、その中に開口部を含んでおり、前記ステントが
、前記生物学的活性物質を含むリボンをさらに含んでおり、前記リボンが、前記突出要素
内の開口部の少なくとも１つを通過する、請求項１記載のステント。
【請求項１４】
　前記突出要素が前記ステントの端部のところに一様に分布される、請求項１記載のステ
ント。
【請求項１５】
　前記ストラットが複数の頂点及び谷として構成され、前記突出要素が、前記頂点の少な
くとも１つと一体的であり、又は前記頂点の少なくとも１つに取り付けられる、請求項１
記載のステント。
【請求項１６】
　前記ストラットが複数の頂点及び谷として構成され、前記突出要素が、前記谷の少なく
とも１つと一体的であり、又は前記谷の少なくとも１つに取り付けられる、請求項１記載
のステント。
【請求項１７】
　前記ストラットと前記突出要素とが同一の材料を含む、請求項１記載のステント。
【請求項１８】
　前記ストラットが第１の材料を含み、前記突出要素が第２の材料を含む、請求項１記載
のステント。
【請求項１９】
　前記第２の材料の方が、前記第１の材料よりも可撓性が大きい、請求項１８記載のステ
ント。
【請求項２０】
　２つの端部と、それら２つの端部間の管状の側壁とを含むバルーン拡張型ステントであ
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って、
　前記側壁が、複数のストラットと、少なくとも１つのステント端部の近傍の複数の突出
要素とを含んでおり、
　各突出要素が、第１の端部と第２の端部とを含んでおり、前記第１の突出要素端部が、
ストラットと一体的であり、又はストラットに取り付けられており、前記第２の突出要素
端部が、前記ステントが拡張位置にあるときに少なくとも１つのステント端部を画定する
ことができ、
　前記突出要素の少なくとも１つが生物学的活性物質を含む、前記ステント。
【請求項２１】
　前記突出要素が、前記ステントが径方向に拡張されるときに前記突出要素の幅が拡張し
ないように構成される、請求項２０記載のステント。
【請求項２２】
　前記突出要素が、前記突出要素上の単一の地点だけで単一のストラットと一体的である
、又は単一のストラットに取り付けられる、請求項２０記載のステント。
【請求項２３】
　少なくとも１つのストラットが前記生物学的活性物質を含む、請求項２０記載のステン
ト。
【請求項２４】
　少なくとも１つの突出要素が、前記生物学的活性物質を含むコーティングを含む、請求
項２０記載のステント。
【請求項２５】
　前記ストラット及び前記突出要素すべてが、前記生物学的活性物質を含むコーティング
を含む、請求項２０記載のステント。
【請求項２６】
　前記生物学的活性物質が、パクリタキセル、パクリタキセルの誘導体、又はパクリタキ
セルの類似体から選択される、請求項２０記載のステント。
【請求項２７】
　バルーン拡張型ステントと、前記ステントを拡張位置へと拡張させる膨張可能なバルー
ンを有するバルーンカテーテルとを含むシステムであって、
　前記ステントが、２つの端部と、それら２つの端部間の管状の側壁とを含んでおり、前
記側壁が、複数のストラットと、少なくとも１つのステント端部の近傍の複数の突出要素
とを含んでおり、
　各突出要素が、第１の端部と第２の端部とを含んでおり、前記第１の突出要素端部が、
ストラットと一体的であり、又はストラットに取り付けられており、前記第２の突出要素
端部が、前記ステントが前記拡張位置にあるときに少なくとも１つのステント端部を画定
することができ、
　少なくとも前記ストラットの１つ又は前記突出要素の１つが生物学的活性物質を含む、
前記システム。
【請求項２８】
　前記突出要素が、前記ステントが径方向に拡張されるときに前記突出要素の幅が拡張し
ないように構成される、請求項２７記載のシステム。
【請求項２９】
　前記突出要素が、前記突出要素上の単一の地点だけで単一のストラットと一体的である
、又は単一のストラットに取り付けられる、請求項２７記載のシステム。
【請求項３０】
　少なくとも１つのストラット及び少なくとも１つの突出要素が前記生物学的活性物質を
含む、請求項２７記載のシステム。
【請求項３１】
　前記生物学的活性物質が、パクリタキセル、パクリタキセルの誘導体、又はパクリタキ
セルの類似体から選択される、請求項２７記載のシステム。
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【請求項３２】
　前記突出要素が前記ストラットと一体的である、請求項２７記載のシステム。
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